
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
⁉

　
　

講
師　

ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　

井
戸 

理
恵
子 

氏

（ 
多
摩
美
術
大
学
講
師
:
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

規
模
の
大
地
震
、
大
津
波
が
実
は
、
頻

繁
に
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
た
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
学
者
が
こ
れ
ま
で
黙
殺
し
て
い

た
歴
史
的
記
述
や
口
伝
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
の
中
心
地
・
石
巻
市
出
身
の
筆
者
は
、

今
回
、
奈
良
時
代
か
ら
貞
観
期
、
鎌
倉

時
代
初
頭
に
か
け
て
、
石
巻
を
中
心
と

し
た
歴
史
的
出
来
事
と
大
災
害
の
因
果

関
係
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
数
多
く
の
神
社
仏
閣
が
大
震
災
と

の
関
連
に
お
い
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う

事
実
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

神
仏
の
ル
ー
ツ
や
地
域
信
仰
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
と

自
然
災
害
と
の
関
係
を
考
察
し
ま
す
。

※
中
国
や
日
本
に
お
け
る
超
能
力
者
や

超
能
力
少
年
少
女
達
の
取
材
、
検
証
番

組
を
沢
山
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
ホ
ン
マ

氏
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
、
出
身
の
地
震
・
津
波
被
災
地
の
地

道
な
取
材
と
調
査
を
さ
れ
た
内
容
を
、

被
災
地
の
映
像
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
お
話

を
さ
れ
ま
す
。

ゲ
ス
ト
の
井
戸
氏
も
そ
れ
ら
に
対
し

て
研
究
者
・
能
力
者
の
観
点
か
ら
、
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
希
な
機
会
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ン
マ
シ
ュ
ウ
ジ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
城
県
石
巻
市
生
ま
れ
。
C
M
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
C
M
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
番
組

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
経
て
、
現
在
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
、
歴
史
の
謎
・
人
間
の
不
思
議
な

潜
在
能
力
の
謎
を
テ
ー
マ
に
し
て
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
作
品
な
ど
数

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

★
第
22
回
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
四
月
本
部
例
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
第
三
六
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
オ
ー
ブ
は
参
加
を
求
め
て
い
る

平
成
24
年
度
の
会
費
未
納
者
へ
の

お
願
い

平
成
24
年
度
も
半
期
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
年
会
費
が
ま
だ
未
納
の
会
員
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
会
員
の
皆
様
の

会
費
に
よ
っ
て
活
動
が
支
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
未
納
の
方
は
是
非
お
納

め
戴
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
既
納
か
未
納
か
分
か
ら
な

い
方
は
、
事
務
局
に
メ
ー
ル
か
F
A
X

で
お
尋
ね
下
さ
い
。
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多
く
手
が
け
る
。
現
在
、
日
中
韓
共
同

制
作
に
よ
る
「
大
型
ド
ラ
マ
」
企
画
と

「
東
ア
ジ
ア
・
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

の
準
備
に
奔
走
中
。

主
な
作
品
:
T
B
S
「
ギ
ミ
ア
ぶ
れ

い
く
」「
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」
未
知
能
力
シ

リ
ー
ズ
、「
ア
ニ
マ
・
ム
ン
デ
ィ
」、「
世

界
謎
紀
行
・
神
々
の
い
た
ず
ら
」
シ
リ

ー
ズ
、「
自
然
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

神
々
の
詩
」
シ
リ
ー
ズ
、
T
B
S
50
周

年
S
P
「
地
雷
Z
E
R
O 

21
世
紀
最
初

の
祈
り
」、「
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
の

逆
襲
シ
リ
ー
ズ
」、
N
H
K
・
B
S
ス
ペ

シ
ャ
ル
「
バ
チ
カ
ン
外
交
～
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
2
世
と
冷
戦
後
の
世
界
」、
日

テ
レ
「
ス
ー
パ
ー
テ
レ
ビ
情
報
最
前
線
」

（
サ
イ
バ
バ
ほ
か
）、「
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
Mr
マ
リ
ッ
ク
・
超
魔
術
」、
B
S
11

「
第
2
ニ
ッ
ポ
ン
国
・
独
立
宣
言
」
ほ
か

著
作
:

「
未
知
能
力
―
あ
な
た
の
知

ら
な
い
不
思
議
世
界
」（
青
春
出
版
）、

「
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
人
間
の
不
思
議

な
力
99
の
謎
」（
二
見
書
房
）、「
ワ
ー

ル
ド
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
・
ア
ジ
ア

編
・
中
国
怪
奇
譚
」（
角
川
書
店
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
・
日
本
人
体

科
学
会
学
術
会
員

日
時　

平
成
24
年
9
月
8
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
御
礼

（
7
／
6
受
領
分
ま
で
）

金
五
千
六
百
円
也　

中
島　

敏
樹　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世
界
は

今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き
る

―
代
替
医
療
の
現
場
か
ら
―

―
科
学
か
ら
み
た
地
球
空
洞
説
―

　
　
　
　
　

講
師　

藤
枝　

縁 

氏

日
時　

平
成
24
年
9
月
15 

日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
は
い
る
ぞ
!

　
　
　
　
　

講
師　

池
田 

邦
吉 

氏

日
時　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

　

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病
院
北

　

イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　

お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

● ❷●
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★日本サイ科学会　第２２回全国大会プログラム★

　（日時）　2012年10月14日（日）10：00～16：50
　（会場）　北とぴあ7階第1研修室
　（交通）　 ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の 

階段を下り改札口を出て見える高層ビル
　（会費）　会員　￥2,000　 一般　￥3,000　 学生　￥1,000

　プログラム（敬称略）
9：30 　　開場

　10：00～10：10　　開会のご挨拶　小林 信正 大会委員長
　◎会員の研究発表（６名）（２０分発表５分質疑応答／１人）
　10：10～10：35　瀬尾 泰範　「工学的見地からみたＰＫ, ＥＳＰ, 悟りの構造」
　10：35～11：00　阿久津 淳　「ラップ音：異次元との遭遇」
　11：00～11：25　ロン 薄葉　「オーブ現象と意識の変容」
　11：25～11：50　小林 信正　「オーブはコンタクトを求めている」
　11：50～13：00　　昼休み
　13：00～13：25　橋本 和哉　「気当て診断法（リーディング法）を生活に活かす」
　13：25～13：50　佐々木 茂美「意識とオーブ（ORB）のコンタクト」
　13：50～14：00　　休憩
　14：00～16：40　シンポジウム　テーマ「コンタクト」

　　　大会シンポジウム委員長
　　　　　小林 信正（JMC［ジャパン メディア クリエイティブ］代表、日本サイ科学会理事）
　　　パネリスト
　　　　　稲垣 勝己（催眠療法士　メンタルヘルス研究室）
　　　　　佐々木 茂美（電気通信大学名誉教授、工学博士、日本サイ科学会会長）
　　　　　竹本 良（ＵＦＯ・科学問題研究家、日本サイ科学会理事）
　　　　　橋本 和哉（医師、医学博士、日本総合ヨガ普及協会顧問）
　　　　　苗 鉄軍（カオス研究員、工学博士、日本サイ科学会理事）
　14：00～15：00　　特別講演　稲垣 勝己「過去世誘導　催眠状態中に可能な

  　　　霊的存在（低級霊、高級霊を含めて）とのコンタククト」

　15：00～15：10　　　休憩
　15：10～16：00　　パネラー５名の発表（１人１０分）
　16：00～16：40　　パネル・ディスカッション　パネラー＋会場参加者
　16：40～16：45　　優秀研究賞　表彰式　佐々木 茂美 会長
　16：45～16：50　　閉会のご挨拶　小林信正 大会委員長
　17：30～19：30　　懇親会（希望者：当日受付け）



● ❹●

日本サイ科学会　第２２回全国大会
シンポジウム　テーマ『コンタクト』開催にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会委員長　小林　信正

人類は太古の昔から未知なる世界へさまざまなコンタクトを求め、その夢を開いてきま
した。自然を支配しようと飽くなき挑戦をして、そこから宗教や哲学が生まれ、万物の根
源の探求から「アトム（原子）」に到達し、科学が発達し、「文明」が発展し、今日に至っ
ています。

そのエネルギーの原動力になるのは、未知なる世界を知りたいという知の欲求であり、
好奇心だろうと思います。

最近の話題では、日本の小惑星探査機「はやぶさ」は「小惑星イトカワ」とコンタクト
して微粒子が入ったカプセルを持ち帰り、夢や希望を与えてくれました。またNASAの探
査機「キュリオシティ」は火星に着陸に成功し、オバマ大統領は「もし、火星人とコンタ
クトできたら、すぐに知らせて」と冗談を飛ばし、私たちに大いなる想像力と期待をかき
立ててくれました。

さらに“神の粒子”と呼ばれ、物の重さを与え、質量の起源といわれる「ヒッグス粒子」
とみられる新粒子にコンタクトし、この大発見は宇宙の謎を解く鍵とされています。私た
ちの目に見える星などの物質は宇宙の４％しかなく、その他ほとんどは目に見えない未知
の領域だといわれています。これらの世紀の大発見、大発明と迄はいかないまでも、人
知を超えた未知の領域の研究はまだまだ多くあることでしょう。

今回の大会のテーマは、夢や想像力をかき立てる未知との『コンタクト』がテーマです。
たとえば、地球外知的生命体、UFOなどの地球外世界との『コンタクト』から、目に見

えない高次のサムシンググレイト、霊界、霊魂、前世、オーブ、チャネリング、奇現象な
ど内なる精神世界との『コンタクト』まで、ミクロコスモスからマクロコスモスまで未知
のあらゆるサイ現象について、興味津々たる研究発表を大いに期待しています。

◎特別講演者：稲垣勝巳先生のご紹介
テーマは「過去世誘導　催眠状態中に可能な霊的存在（低級霊、高級霊を含めて）との

コンタククト」です。
●プロフィール：前職は公立中学校教頭であり、学校心理士・日本教育催眠学会理事・
同学会研修委員長・同学会認定上級教育催眠指導士を務める心理学系催眠療法実践者で
す。現在、「稲垣勝巳メンタルヘルス研究室」を主宰し、ＳＡＭ前世療法を中心とした臨
床催眠活動に専念する傍ら、潜在意識下で語られる前世の記憶の検証を通して、生まれ
変わり（死後存続）について超心理学の実証的立場から検討と探究を続けています。

著書は『前世療法の探究』春秋社、2006、『生まれ変わりが科学的に証明された！』 ナ
チュラルスピリット社、2010。フジＴＶ「奇跡体験アンビリバボー」により２回、私の前
世療法によって遭遇した生まれ変わりの濃厚な証拠事例が二つが紹介されました。



十
一
月
本
部
例
会
予
告

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
　

講
師　

藤
森 

博
明 

氏

自
動
車
や
電
車
が
動
く
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
電
気
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
人
間
や
動
物

が
動
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
人
類
は
、
水
力
の
水
車
、

風
力
の
風
車
、
そ
し
て
石
炭
の
蒸
気
機

関
、
電
気
の
モ
ー
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
手
段
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
生
命
体
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば
無
生
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
法
で
し
た
。

生
物
と
無
生
物
の
最
大
の
違
い
は
、

自
分
の
意
思
で
動
き
出
す
か
否
か
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
物
は
自
発
的
に

成
長
し
、
子
孫
を
残
し
、
自
己
修
復
す

る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
ず
存

在
し
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
古
来

よ
り
「
気
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

気
は
、
複
雑
で
発
展
的
な
生
命
体
を

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
呼
吸
や
食
物
か

ら
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
動
か
す
対

象
物
が
複
雑
な
ゆ
え
に
解
明
は
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
、
分
か
る
の
は
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
在
と
能
力
の
一
端
。
私
は
、

幸
い
に
も
修
練
中
に
気
の
感
覚
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
気

の
感
知
方
法
の
解
説
と
気
の
凄
ま
じ
い

パ
ワ
ー
の
一
部
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

※
長
年
気
の
修
行
を
し
て
、
パ
ワ
ー
を

発
す
る
能
力
者
の
実
演
や
道
場
で
の
ビ

デ
オ
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
も
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
藤
森
博
明
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
合
気
」
と
い
う
秘
技
を
と
ら
え
る

た
め
に
身
体
の
緩
め
方
を
工
夫
し
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
腸
腰
筋
の
感
覚

を
つ
か
む
。
そ
れ
を
も
と
に
、「
ス
カ

イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
歩
き
方
を

開
発
。
そ
の
お
陰
で
腰
椎
や
丹
田
が
緩

み
、
念
願
の「
気
」
を
と
ら
え
る
。
以
来
、

気
の
巡
る
身
体
と
な
り
、
大
病
な
ど
は

全
く
の
無
縁
に
な
る
。

練
馬
区
平
和
台
に
あ
る
「
健
康
道
場

ウ
ェ
ル
ネ
ス
気
の
家
」
に
て
気
を
利
用

し
た
健
康
法
、
衰
え
な
い
身
体
創
り
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
う
（
昭
和
26
年
生

ま
れ
。
品
川
区
出
身
。
都
立
八
潮
高
→

電
気
通
信
大
学 

物
理
工
学
科
卒
）。

著
書
は「
気
が
分
る
本
」、「
気
に
成
る

本
」（
コ
ス
モ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）他
。

日
時　

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

日
時　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員 

二
千
円　

一
般 

三
千
円  

　
　
　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告第

16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
第

6
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

は
2
0
1
2
年
7
月
29
日（
日
）
10
時
～

18
時
、
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

今
回
は
秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

「
コ
ン
タ
ク
ト
:

異
次
元
と
の
遭
遇
」
に

準
じ
、「
コ
ン
タ
ク
ト
準
備
!

」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
50
名
を
超
え
、満
員
御
礼
! 

参
加
者
の
投
票
に
よ
っ
て
、
U
F
O
・

オ
ー
ブ
賞
は
前
回
と
同
じ
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
井
出
治
氏
に
決

定
!　

ま
た
マ
ー
ジ
ナ
ル
賞
は「
J
F
K

と
U
F
O
」
の
小
川
謙
治
氏
が
受
賞
!

●❺ ●



懇
親
会
は
宮
内
輝
幸
氏
を
幹
事
に
し

て
、
近
く
の
無
国
籍
料
理
店
「
シ
マ
」
に

30
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
暑
気
払
い
を
兼

ね
て
、
参
加
者
と
講
師
と
の
情
報
交
換

を
愉
し
み
ま
し
た
。
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
さ
ん
全
て
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

◎
講
演
者　

タ
イ
ト
ル

阿 

久
津 

淳（
世
話
人
）「
未
知
! 

い
や
? 

無
知
と
の
遭
遇
⁉
」

ト 

ニ
ー
・
中
村
（
T
V
カ
メ
ラ
マ
ン
）

「
ド
ゴ
ン
族
と
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ン
」

川 

崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）「
自

動
連
写
で（
毎
夜
1
2
0
枚
）オ
ー
ブ

の
秘
密
に
迫
る
」

宮 

本
一
聖（
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）「
超
常
現

象
調
査
日
記
:

極
秘
・
番
外
編
」

宮 

内
輝
幸（
医
師
）「
ア
パ
リ
シ
ョ
ン
の

医
学
的
考
察
」

小 

川
謙
治
（
T
V
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

「
J
F
K
と
U
F
O
」

井 

出 

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
）「
ク
ロ
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
」

ロ 

ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
と
異
次
元
」

岩 

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
記
号
と
反
重
力
」

森 

脇
十
九
男（
U
F
O
研
究
家
）「
反
核

開
星
統
合
宣
言
」

高 

野
モ
ナ
ミ（
霊
能
者
）「
霊
と
U
F
O

の
層
状
構
造
」

小 

澤
佳
彦
（
日
常
現
象
研
究
家
）　
　

「
原
発
事
故
と
お
ば
け
」　

ほ
か

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
報
告

オ
ー
ブ
研
究
そ
の
後

　
　
　
　
　

講
師　

川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ン 

薄
葉 

氏

（
編
集
部
よ
り
）

今
回
は
オ
ー
ブ
写
真
を
多
数
紹
介
し

な
が
ら
の
講
演
な
の
で
す
が
、
オ
ー
ブ

写
真
は
暗
い
背
景
に
薄
明
る
い
光
の
玉

や
帯
な
の
で
、
こ
の
紙
面
で
掲
載
す
る

の
は
解
像
度
的
に
無
理
で
す
の
で
、
お

話
の
中
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
報
告
す
る
形

に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

「 

オ
ー
ブ
観
察
7
年
間　

そ
の

傾
向
と
残
さ
れ
た
課
題
」

　
　
　
　
　

講
師　

川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　
（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

オ
ー
ブ
研
究
の
き
っ
か
け
は
、
知
り

合
い
に
誘
わ
れ
て
埼
玉
県
の
和
光
市
に

あ
る
自
衛
隊
の
お
祭
り
に
行
っ
た
と
き

に
、
最
初
に
オ
ー
ブ
が
撮
れ
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
霊
魂
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
神
様
の
領
域
に
踏
み

込
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
恐

い
な
と
い
う
こ
と
で
、
半
年
く
ら
い
躊

躇
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
オ
ー
ブ

の
写
真
を
沢
山
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ブ
研
究
の
歩
み
は
、

・
秋
の
お
彼
岸
で
白
昼
（
曇
天
）
の
お

墓
参
り
の
帰
り
、
偶
然
撮
影
し
た
中

空
に
出
た
オ
ー
ブ
に
肝
を
つ
ぶ
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
先
祖
の
命
令
だ
と

思
っ
て
、
決
心
し
て
オ
ー
ブ
を
あ
ち

こ
ち
で
撮
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
2
0
0
6
年
10
月
に
撮
影
開
始
。
近

所
の
墓
地
、
靖
国
神
社
、
交
通
事
故

跡
で
や
た
ら
撮
影
。
墓
地
で
は
あ
ま

り
オ
ー
ブ
は
撮
れ
ず
、
靖
国
神
社
は

昼
間
は
撮
れ
ま
す
が
、
夜
は
撮
れ
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
跡
は
賑
や
か
な
場

所
で
オ
ー
ブ
は
撮
れ
る
の
で
す
が
、

寂
し
い
場
所
で
は
撮
れ
ま
せ
ん
。

結
局
、
オ
ー
ブ
は
人
々
が
大
勢
集
ま

る
賑
や
か
な
場
所
で
よ
く
撮
れ
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。

・
や
が
て
、
家
の
玄
関
先
の
十
字
路
で

定
点
撮
影
を
行
う
こ
と
に
気
が
つ
き
、

撮
り
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま
り

撮
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に

オ
ー
ブ
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最

近
は
確
実
に
20
枚
に
1
枚
は
撮
れ
ま

す
。

・
自
治
会
納
涼
祭
「
盆
踊
り
」
で
多
数

の
オ
ー
ブ
を
撮
影
。
上
空
か
ら
舞
台
、

平
場
と
上
下
左
右
に
オ
ー
ブ
が
充
ち

満
ち
ま
し
た
。

・
翌
年
の
「
盆
踊
り
」
で
も
再
現
性
が

あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
オ
ー
ブ
が
出

現
し
た
の
で
す
。

・
そ
し
て
更
に
3
年
目
の
撮
影
で
は
、

隣
の
自
治
会
盆
踊
り
で
、「
恨
み
の
こ

も
っ
た
顔
」
が
オ
ー
ブ
の
中
に
出
現

し
ま
し
た
。

・
自
分
の
家
の
お
墓
参
り
に
行
っ
た
と

き
に
、
通
路
の
空
間
を
ス
ト
ロ
ボ
で

撮
っ
た
1
枚
に
オ
ー
ブ
が
写
り
ま
し

た
。
白
昼
に
オ
ー
ブ
が
光
っ
て
見
え

る
の
は
、
オ
ー
ブ
が
発
光
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
私
は
推
測
し
ま

す
。

・
2
0
0
8
年
の
盆
踊
り
で
は
夕
方
の

時
間
帯
で
も
多
数
の
オ
ー
ブ
が
撮
れ
、

そ
の
後
暗
く
な
っ
て
踊
り
が
佳
境
に

入
る
ほ
ど
、
オ
ー
ブ
の
数
が
増
え
ま

し
た
。
そ
の
数
は
2
0
0
で
も
き
か

な
い
く
ら
い
で
す
。

● ❻●



こ
こ
で
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
の

は
「
オ
ー
ブ
謎
の
超
知
性
体
」
ミ
ホ
ー

ル
・
レ
ド
ウ
ィ
ズ
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
著
（
五
次
元
文
庫
）
と
い
う
本

で
す
。
こ
れ
は
オ
ー
ブ
研
究
に
は
欠
か

せ
な
い
貴
重
な
文
献
で
す
。

面
白
い
の
は
神
学
博
士
、
法
学
博
士

で
あ
る
ミ
ホ
ー
ル
さ
ん
の
方
が
、
オ
ー

ブ
に
関
し
て
沢
山
実
験
し
な
が
ら
研
究

し
て
お
り
、
実
験
物
理
学
者
の
ハ
イ
ネ

マ
ン
さ
ん
は
ヒ
ー
ラ
ー
で
あ
る
奥
さ
ん

が
写
真
を
撮
っ
て
い
て
、
本
人
は
始
め

か
ら
オ
ー
ブ
は
精
神
的
な
存
在
と
し
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
の
研
究
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

や
る
か
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て

み
ま
し
た
。

・
1
個
の
オ
ー
ブ
に
着
目
し
て
追
跡
し
、

性
状
等
研
究
す
る
。

・
再
現
性
の
少
な
い
物
（
異
常
現
象
）

は
採
り
上
げ
な
い
。

・
兎
に
角
、
標
本
・
サ
ン
プ
ル
で
あ
る

オ
ー
ブ
の
映
像
を
多
数
採
集
す
る
。

・
そ
し
て
、
全
体
の
傾
向
と
行
動
を
把

握
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
内
容
を
推
定

す
る
。

・
様
々
な
実
験
条
件
を
設
定
し
、
人
工

的
に
発
生
さ
せ
る
。
又
は
呼
び
込
む
。

・
オ
ー
ブ
現
象
の
研
究
は
「
再
現
性
」

に
か
か
っ
て
い
る
。

例
え
ば
東
京
駅
の
八
重
洲
口
を
出
て
、

50
m
く
ら
い
行
っ
た
建
築
中
の
場
所

や
、
隅
田
川
と
神
田
川
の
ぶ
つ
か
る

柳
橋
辺
り
、
有
楽
町
の
ガ
ー
ド
下
辺

り
で
も
、
オ
ー
ブ
が
よ
く
撮
れ
る
。

・
第
三
者
が
追
試
を
出
来
な
け
れ
ば
、

「
一
過
現
象
」
に
な
る
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

従
来
の
常
識
か
ら
外
れ
た
実
験
結
果
、

例
え
ば
江
崎
玲
於
奈
博
士
の
「
ト
ン
ネ

ル
ダ
イ
オ
ー
ド
」
の
発
明
な
ど
、
本
来

の
研
究
目
的
か
ら
は
外
れ
て
い
る
、
異

常
現
象
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に

着
目
す
る
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

っ
た
り
、
突
破
口
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ブ
も
異
常
現
象

で
す
が
、
再
現
性
が
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
研
究
困
難
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の
写
真
で

も
、
最
初
は
オ
ー
ブ
を
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
写
真
を
数
枚
撮
っ

て
い
る
内
に
近
づ
い
て
く
る
オ
ー
ブ
が

写
り
始
め
、
次
の
瞬
間
鉄
板
の
上
に
オ

ー
ブ
が
何
千
個
と
集
ま
り
、
さ
ら
に
7

秒
後
に
撮
っ
た
と
き
は
オ
ー
ブ
は
ほ
ぼ

消
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
再
現
性

が
難
し
い
の
で
、
オ
ー
ブ
と
断
言
は
で

き
ま
せ
ん
。

今
は
ガ
ラ
ス
板
を
使
っ
た
オ
ー
ブ
の

実
験
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
最
終
的

な
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

「 

オ
ー
ブ
現
象
と
こ
れ
ま
で
の

歩
み
」

　
　
　
　
　

講
師　

ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）

オ
ー
ブ
の
色
（
光
・
周
波
数
）
の
考

察
を
し
ま
す
と
、

・
オ
ー
ブ
自
体
は
、
元
々
が
光
・
周
波

数
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
肉
眼
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い「
一
種
の
プ

ラ
ズ
マ
構
造
体
、
フ
ォ
ト
ン
形
成
体
」

な
の
で
は
な
い
か
?

・
オ
ー
ブ
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
白
く

写
っ
た
り
、
ま
た
色
が
つ
い
て
い
る

よ
う
に
写
し
込
ま
れ
る
理
由
は
、
オ

ー
ブ
の
背
景
に
あ
る
、
様
々
な
光
源

に
よ
る
反
射
光
の
加
減
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
光

の
光
に
反
応
し
て
、
オ
ー
ブ
自
体
が

自
ら
の
意
思
表
示
に
よ
り
発
信
す
る

未
知
の
周
波
数
ノ
イ
ズ
（
オ
ー
ブ
・

ノ
イ
ズ
）
に
よ
っ
て
、
様
々
な
色
、

光
で
発
光
し
て
く
る
事
実
を
、
こ
れ

ま
で
の
観
察
か
ら
画
像
分
析
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ー
ブ
の
未
知
的
現
象
と
し
て
の「
オ

ー
ブ
・
ノ
イ
ズ
現
象
」
に
つ
い
て
、

・
先
の
研
究
報
告
で
は
、
オ
ー
ブ
現
象

の
発
生
時
に
お
い
て
起
こ
る
「
ラ
ッ

プ
音
」
と
「
撮
影
機
の
画
面
の
揺
れ

ブ
レ
画
像
」（
2
0
0
3
年
2
月
、

小
林
信
正
氏
）
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
述
べ
ま
す
「
オ
ー

ブ
・
ノ
イ
ズ
」
と
は
オ
ー
ブ
現
象
の

発
生
時
に
因
果
し
て
起
こ
る
、
オ
ー

ブ
自
体
が
独
自
に
発
生
し
ま
す
周
波

数
ノ
イ
ズ
（
ホ
ワ
イ
ト
・
ノ
イ
ズ
）

を
意
味
し
た
も
の
で
、
こ
の
オ
ー
ブ

研
究
に
お
い
て
、
私
が
新
た
に
提
唱

し
ま
し
た
造
語
で
す
。

そ
し
て
新
た
な
見
解
と
し
ま
し
て
、

・「
オ
ー
ブ
・
ノ
イ
ズ
」
の
解
釈
は
、
オ

ー
ブ
自
体
が
実
験
者
の
行
為
に
対
し

●❼ ●



て
、
独
自
に
反
応
し
意
識
的
に
発
信

さ
せ
て
き
ま
す
意
識
・
意
志
の
表
明

を
示
す
と
思
わ
れ
る
電
磁
気
的
周
波

数
ノ
イ
ズ
で
、
確
固
と
し
た
オ
ー
ブ

自
体
の
意
思
表
示
を
表
し
た
、
未
知

の
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
信
周

波
数
ノ
イ
ズ
で
す
。

私
は
「
オ
ー
ブ
は
“
集
合
意
識
体
”

だ
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
の
一
番
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
オ
ー
ブ
を
構
成
し
て
い
る
の
は
粒

子
な
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ウ

ス
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
が
「
プ
ラ
ズ
モ

ン
」
と
名
前
を
つ
け
た
の
で
す
が
、
一

種
の
プ
ラ
ズ
マ
み
た
い
な
粒
子
で
、
細

か
く
て
だ
い
た
い
3
～
5
ミ
リ
位
の
大

き
さ
で
す
。
私
は
そ
の
最
小
単
一
の
意

識
体
を
「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」
と
名
付

け
て
お
り
ま
す
。「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」

の
写
真
を
画
像
処
理
す
る
と
、
周
り
に

き
れ
い
な
光
が
出
て
い
ま
す
。
大
き
さ

の
測
定
方
法
は
、
オ
ー
ブ
に
「
大
き
さ

を
見
る
の
で
、
脇
に
来
て
く
れ
な
い
!

」

と
頼
ん
で
、
写
真
を
撮
り
測
定
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
少
し
大
き
め
の
塊
は
、「
分

身
ブ
ロ
ー
ブ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
と
呼

び
、
単
一
の
「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
体
」
が

グ
ル
ー
プ
と
し
て
集
合
し
た
も
の
で
す
。

「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
は

2
～
14
セ
ン
チ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

オ
ー
ブ
は
組
織
形
態
を
も
っ
て
い
て
、

統
一
集
合
形
成
体
と
し
て
の
大
き
な
オ

ー
ブ
（
母
体
）
は
、「
分
身
ブ
ロ
ー
ブ
・

ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
が
複
数
連
結
し
た
形

成
体
で
あ
る
「
ク
ラ
ス
タ
ー
塊
」
が
さ

ら
に
集
合
し
た「
オ
ー
ブ
集
合
意
識
体
」

と
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

オ
ー
ブ
の
概
念
な
ん
で
す
が
、
オ
ー

ブ
は
オ
ー
ブ
（
母
体
）
一
つ
を
個
と
し

て
考
え
た
場
合
、
そ
の
個
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
た
も
の
が
全
体
で
あ
り
、
そ

の
意
味
合
い
か
ら
の
考
察
で
は
、
他
の

オ
ー
ブ
（
母
体
）
群
を
全
体
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

オ
ー
ブ
（
母
体
）
は
、
単
独
で
存
在
す

る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
規
模

の
集
団
（
群
れ
）
を
築
い
て
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
合
い
か
ら
、
オ
ー
ブ
（
母

体
）
群
は
グ
ル
ー
プ
化
し
た
集
合
意
識

体
の
統
一
化
し
た
組
織
形
成
体
と
し
て

の
群
れ
と
定
義
で
き
る
よ
う
で
す
。

特
に
注
目
す
べ
き
現
象
は
、
そ
の
場

の
あ
ら
ゆ
る
光
源
や
光
線
お
よ
び
反
射

ス
ペ
ク
ト
ル
光
に
対
し
て
、
非
常
に
敏

感
な
対
応
を
示
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
自

由
自
在
に
操
る
驚
愕
す
べ
き
妙
技
で
す
。

こ
の
現
象
は
、
ま
た
我
々
人
間
に
対
し

て
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
オ
ー

ブ
自
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
受
け

取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
考
え
る
オ
ー
ブ
（
O
R
B
）
は
、

① 

時
空
超
越
し
た
内
容
を
保
有
し
駆
使

す
る
能
力
に
よ
っ
て
、
多
次
元
界（
次

元
的
意
識
階
層
世
界
）
を
行
き
来
す

る
超
波
動
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
、
若

し
く
は
知
的
生
命
体
と
し
て
の
存
在
。

② 

現
世
の
物
理
的
法
則
に
よ
ら
ず
、
さ

ら
に
未
知
的
な
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
体

と
し
て
の
超
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
包
含

し
て
い
る
地
球
外
知
的
生
命
体
と
し

て
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
存
在
。

③ 
目
に
見
え
な
い
未
確
認
の
飛
行
（
浮

遊
）
物
体
、
例
え
ば
、
新
た
な
見
解

に
基
づ
く
生
命
体
的
U
F
O
論
に
も

な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
。

④ 

い
わ
ゆ
る
、
宇
宙
的
な
霊
魂
的
意
識

体
と
し
て
の
可
能
性
も
高
い
。

小
林
信
正
氏
の
お
話

私
は
写
真
の
ほ
う
の
大
学
を
出
ま
し

て
、
当
時
は
デ
ジ
カ
メ
が
な
く
て
、
フ

ィ
ル
ム
写
真
で
し
た
が
、
昔
の
写
真
を

見
て
も
あ
ま
り
オ
ー
ブ
が
写
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
か
ら
30
年
位
前
に
、

あ
る
霊
能
者
か
ら
「
丸
い
も
の
が
い
く

つ
か
写
っ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
が
霊
体

だ
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
「
こ
れ
は
科
学
的
に
言
え
ば
、
ゴ

ミ
か
何
か
だ
な
。」
と
答
え
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
後
に
「
オ
ー
ブ
だ
っ
た
ん
だ
。」

と
い
う
ふ
う
に
気
付
い
た
わ
け
で
す
。

私
が
最
初
に
撮
影
実
験
し
た
1

 
9
 9 

6
年
に
光
の
玉
が
写
っ
た
の
で
す
が
、

2
0
0
7
年
に
「
オ
ー
ブ
（
O
R
B
）」

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
っ
た
わ
け
で

す
。
日
本
で
は
以
前
か
ら
「
偽
物
で
は

無
い
か
、
技
術
的
な
も
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
オ
ー
ブ

の
研
究
を
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
博
士
と
文
通
を
し
て
仲
良
く

な
り
、
日
本
で
の
講
演
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
3
・
11
の
東
日
本

大
震
災
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
イ

ネ
マ
ン
博
士
は
物
理
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
奥
さ
ん
が
ヒ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
能
力
者
に
大
変
傾
倒
し
て
、
現
地
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に
家
を
購
入
し
て
、
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
に
は
、

私
の
オ
ー
ブ
写
真
を
送
っ
て
、
見
解
を

伺
っ
た
り
し
て
し
て
お
り
ま
す
が
、
だ

い
た
い
同
じ
よ
う
な
意
見
で
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

オ
ー
ブ
は
安
い
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ほ

ど
よ
く
撮
れ
る
よ
う
で
す
が
、
普
通
の

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

た
け
ば
、
写
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ブ
は
フ
ラ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ー
ト
型

磁
気
検
出
器
で
測
定
し
て
、
電
磁
波
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
ま

た
オ
ー
ブ
は
、
近
赤
外
線
の
領
域
で
写

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

オ
ー
ブ
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
い
た
と

き
に
写
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

ま
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
い

状
態
の
「
基
底
状
態
」
か
ら
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
の
光
を
受
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高

い
「
励
起
状
態
」
と
な
り
、
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
出
す
る
よ
う
で
す
。
分
子
に

吸
収
さ
れ
た
光
の
補
色
が
色
彩
と
な
っ

て
現
れ
る
の
で
す
。

オ
ー
ブ
の
色
は
神
社
や
聖
地
で
は
白

っ
ぽ
い
色
や
黄
金
色
の
も
の
（
高
次
元

の
霊
か
?
）
が
写
り
、
楽
し
い
場
所
や

聖
堂
な
ど
で
は
青
色
系
の
も
の
（
聖
霊

や
先
祖
霊
か
?
）
が
写
り
、
穢
れ
や
不

浄
な
土
地
で
は
、
赤
色
や
黒
っ
ぽ
い
も

の
（
邪
霊
や
未
浄
化
霊
か
?
）
が
写
り

ま
す
。

実
は
以
前
「
鏡
視
実
験
」
と
い
う
の

を
し
ば
ら
く
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
亡
く
な
っ
た
肉
親
に
ど
う
し
て
も
会

い
た
い
と
い
う
人
が
、
鏡
に
向
か
っ
て

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
椅
子
に
座
っ
て
ず

っ
と
鏡
を
み
て
い
る
と
肉
親
が
現
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
実
験
の
ビ
デ

オ
に
オ
ー
ブ
が
ゆ
っ
く
り
ス
ー
ッ
と
現

れ
て
、
ス
ー
ッ
と
消
え
て
い
く
瞬
間
が

写
っ
て
お
り
ま
す
。
体
験
者
の
三
人
に

一
人
く
ら
い
感
動
し
ま
す
が
、
そ
の
と

き
写
真
を
撮
る
と
ほ
ぼ
オ
ー
ブ
が
撮
れ

ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
人
は
撮
れ
な
い

の
で
、
や
は
り
オ
ー
ブ
は
霊
的
存
在
だ

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
23
年
度
本
部
事
業
報
告

1
． 

会
員
の
現
状
（
平
成
24
年
5
月
末

日
現
在
）

　

賛
助
会
員　
　
　

1
名

　

維
持
会
員　
　
　

5
名

　

正
会
員　
　

1
8
6
名

　

学
生
会
員　
　

2 

4
名

　

準
会
員　
　
　

5 

3
名

　

合　

計　
　

2
6
9
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
35
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
12
回
の
集
会
を
開

催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

　

期
日　
　

講
演
者　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
23
年

5 

月
14
日
（
土
）
赤
松 

瞳
氏
「
最
新
脳

科
学
と
透
視
能
力
」

6 
月
12
日
（
日
）
井
出 

治
氏
「
未
知
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

7 
月
18
日
（
月
）
古
村 

豊
治
氏
「
な
ぜ

あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が
起
こ
ら
な

い
の
か
?
」

9 

月
10
日
（
土
）
鈴
木 

俊
輔
氏
『
3
・

11 

新
文
明
の
幕
開
け
』
～
日
本
人

の
使
命
～

10 

月
9
日
（
日
）
創
立
35
周
年
記
念
大

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
」

11 

月
12
日
（
土
）
小
林 

信
正
氏
「
心
霊

現
象
に
つ
い
て
」

12 

月
10
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
24
年

1 

月
14
日
（
土
）
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田
氏

「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル
」

2 

月
11
日
（
土
）
小
林 

正
典
氏
「
サ
イ

科
学
に
関
係
し
た
電
気
・
磁
気
の
研

究
の
紹
介
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
阿
久
津 

淳
）

2
0
1
1
年

7 

月
31
日（
土
）第
13
回
「
第
5
回
U
 F 

O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12 

月
21
日
（
水
）
第
14
回
「
第
5
回
ア
セ

ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

2
0
1
2
年

3 

月
31
日（
土
）
第
15
回
「
第
4
回
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
分
科
会（
苗 

鉄
軍
）

2
0
1
2
年

1 

月
29
日（
日
）、
30
日（
月
）駒
ヶ
根
市
、

●❾ ●



大
御
食
神
社
、
入
野
谷
（
瞑
想
室
）、

測
定

4 

月
16
日（
月
）、
17
日（
火
）駒
ヶ
根
市
、

大
御
食
神
社
、
伊
那
・
長
谷
（
分
杭

峠
）、
測
定

3
．
総
会

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

5 

．
本
部
理
事
会
（
第
1
6
2
回
～
第

1
6
8
回
）
を
5
月
、
7
月
、
9
月
、

11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月
と
7
回

開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

・ 「
サ
イ
科
学
」
第
33
巻
第
1
号
を
発
行

し
た
。

・ 「
サ
イ
の
広
場
」
は
休
刊
（「
サ
イ
科

学
」
と
合
本
）
し
た
。

・ 「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
3
9
7
号
か

ら
第
4
0
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
本
部
事
業
計
画

（
1 

）
心
を
科
学
す
る
為
の
博
物
資
料
室

（
開
設
、
6
月
30
日
、
予
定
:

展
示

と
生
体
計
測
）

（
2 

）
駒
ヶ
根
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室
開

設
に
協
力
す
る
。

（
3 

）
10
月
に
全
国
大
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ
「
コ
ン
タ
ク
ト
」）
を
開

催
す
る
。

（
4 

）
月
例
会
を
9
回
（
4
、
5
、
6
、

7
、
9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）

開
催
す
る
。

（
5 

）
分
科
会
を
数
回
開
催
す
る
。

（
6 

）
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議

員
会
を
開
催
す
る
。

（
7 
）
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す

る
。

（
8 
）「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」

を
発
行
す
る
。

（
9 

）
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

（
10 

）「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資

料
を
整
備
す
る
。

（
11 

）
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

（
1 

）刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・

応
用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

（
2 

）会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

（
3 

）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト

や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

（
4 

）
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

（
5 

）
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携

を
深
め
る
。

（
6 

）
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

（
7 

）
理
事
や
若
手
の
幹
事（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

（
8 

）
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年

5
月
29
日　

総
会

　

 

平
成
22
年
度
事
業
報
告
、
平
成
23
年

度
事
業
計
画

（
東
日
本
大
震
災
の
た
め
順
延
）

8
月
13
日　

第
1
7
8
回
研
究
会

「
波
動
関
数
を
収
縮
さ
せ
な
い
生
き

方
」　

佐
佐
木
康
二

10
月
8
日　

第
1
7
9
回
研
究
会

「
顔
画
像
か
ら
前
世
を
診
断
す
る
」

佐
佐
木
康
二

10 
月
9
日　

講
演
会
（
仙
台
市
シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー
）

「
波
数
の
お
話
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
1
8
0
回
研
究
会

「
超
能
力
遺
伝
子
発
見
か
⁉
」　
　

佐
佐
木
康
二

平
成
24
年

2
月
11
日　

第
1
8
1
回
研
究
会

「
サ
イ
の
正
否
は
（
従
来
の
）
確
率
論

で
判
定
で
き
な
い
」　

佐
佐
木
康
二

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

 

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2 

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」
の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

 

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
念
写
計
」

等
の
開
発
、
気
・
意
識
の
種
類
の
見

分
け
方
、「
念
写
」
写
真
・「
オ
ー
ブ
」

画
像
等
の
分
析
・
検
証
（
福
来
心
理

● �●



学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、
意
識

純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、
地

震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装

置
の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能

の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
波
数
」「
念
写
実
験
会
」
等
の
テ
ー

マ
で
5
月
、
8
月
に
講
演
会
を
開
催

す
る
（
福
来
心
理
学
研
究
所
、
仙
台

瞑
想
研
究
会
と
共
催
）。

5 

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6 

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

山
田 

哲
三

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

  

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

内 

容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程

　

 

第
1
回　

平
成
24
年
5
月
19
日　
　

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

第
2
回　

平
成
24
年
9
月
予
定　
　

　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

第
3
回　

平
成
25
年
3
月
予
定　
　

　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
6
月
26
日
（
日
）

第 

1
部　

基
調
講
演
「
2
0
1
2
年
問

題
と
サ
イ
」　

阿
久
津 

淳

第
2
部　

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル　

　

 

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

「
U
F
O
の
最
新
情
報
」 
竹
本 
良

　

 

ガ
チ
ン
コ
ト
ー
ク
バ
ト
ル

「
U
F
O
問
題
と
人
類
の
未
来
」

　

飛
島 

竜
一
×
竹
本 

良

　

 

講
師
:

阿
久
津 

淳
先
生
（
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

　

竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

　

 

飛
島 

竜
一
先
生（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

第
1
部
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ

　

せ
た
男
」
高
野 

誠
鮮
（
羽
咋
市
役
所

　

員
・
住
職
）

第
2
部
「
宇
宙
政
治
∞
（
ム
ゲ
ン
）
道

　

場
」
竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

第
3
部　

ト
ー
ク
バ
ト
ル
第
二
弾　
　

　

 

飛
島 

竜
一（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
×
竹
本 

良

※ 

平
成
24
年
度
の
計
画
に
関
し
ま
し
て

は
9
月
、
12
月
の
予
定（
内
容
、
詳
細

は
未
定
）。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

河
野 

明
夫

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

23
年
4
月
（
第
3
5
7
回
）
か
ら
24
年

3
月
（
第
3
6
6
回
）
の
10
回
開
催
し

た
。
参
加
者
は
会
員
1
4
6
名
非
会
員

2
2
9
名
合
計
3
7
5
名
で
、
伸
び
て

い
る
。

平
成
23
年
（
敬
称
略
）

4 

月
9
日
（
土
）
芳
野 

武
人
「
誰
で
も

で
き
る
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

5 

月
21
日
（
土
）
瀬
尾 

泰
範
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占

星
学
的
解
釈
と
予
測
」

6 

月
18
日
（
土
）
サ
ア
ラ
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

7 

月
16
日
（
土
）
高
尾 

征
治
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー
日
本
各
地

を
巡
る
『
み
ろ
く
』
奉
納
紀
行
に
学

ぶ
―
」

9 

月
17
日
（
土
）
井
出 

治
「
未
知
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10 

月
15
日
（
土
）
阿
久
津 

淳
「
2

 
0
 1 

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化
」

“PSIentific Evolution &
 2012

”

11 

月
12
日
（
土
）
塩
小
路 

光
孚
「
菅
原

道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
、
篆
書

（
て
ん
し
ょ
）
の
持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ

（
龍
・
竜
・
辰
）の
字
の
不
思
議
」

平
成
24
年

1 

月
21
日
（
土
）
檀
上 

洪
司
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る
」
潜
在
意

識
か
ら
宇
宙
意
識
へ

2 

月
18
日
（
土
）
徳
永 

康
夫
「
宇
宙
か

ら
見
た
般
若
心
経
」

3 

月
17
日
（
土
）
桜
井 

喜
美
夫
「
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
」

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
は
8
月
と
12
月
を
除
き
、

24
年
4
月
（
3
6
7
回
）
か
ら
25
年
3

月
（
3
7
6
回
）
の
10
回
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。

●� ●



平
成
24
年

4 
月
21
日
（
土
）
久
保
田 

昌
治
「
水
の

は
な
し　

活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

5 

月
19
日
（
土
）
上
森 

三
郎
「
地
上
絵

の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の
謎
を
解
明
」

6 

月
16
日
（
土
）
い
よ
の 

い
し
「
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解
く 

鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ
ト
ン
立
体
）

［SiO
H

］
の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
あ
っ
た
」

7 

月
21
日
（
土
）
重
川 

風
天
「
誰
で
も

が
幸
せ
に
な
る
プ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹

く
」

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

金
子 

輝
夫

◎
平
成
23
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木 

茂
美

理
事
長　

浪
平 

博
人

顧
問　
　

窪
田 

啓
次
郎
＊
、

　
　
　
　

品
川 

次
郎
＊
、
西
條 

一
止
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会

　

佐
佐
木 

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

山
田 

哲
三

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花
＊

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長

　

河
野 

明
夫
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

金
子 

輝
夫

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
＊
、
大
木 

高
伸
＊
、

　

大
谷 
宗
司
、
久
保
田 

昌
治
＊
、

　

小
林 
泰
樹
、
小
林 

信
正
＊
、

　

小
林 

正
典
＊
、
小
牧 

昭
一
郎
＊
、

　

佐
々
木 

律
子
＊
、
志
賀 

一
雅
、

　

志
村 

則
夫
＊
、
徳
永 

康
夫
、

　

中
島 

敏
樹
、
鯰
江 
勇
、

　

本
間 

修
二
＊
、
前
田 
知
則
＊
、

　

苗 

鉄
軍
、
渡
辺 

宙
明

幹
事　

飯
見 

勇
＊
、
吉
田 

一
美
＊

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
、
占
部 

浩
一
＊
、

　

加
納 

愛
信
＊
、
鴨
川 

裕
司
、

　

小
久
保 

孝
行
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
、

　

杉
立 

繁
＊
、
高
橋 

至
誠
、

　

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

　

前
田 

稔
、
三
浦 

良
江
、

　

屋
敷 

益
男
＊

監
事　

和
田 

守
央

（
1 

）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2 

）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3 

）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

［
平
成
23
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
24
年
度
予
算
］

● �●

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,552,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 240,000
本・他 200,000 会費（維持） 220,000
繰越金 2,324,682 会費（賛助） 50,000
合計 5,324,682 入会費 32,000 ３段目

例会収入 444,000
本会寄付 512,700
本・他 186,741
広告料 0
前年度繰越金 2,324,682
合計 5,718,123

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 610,111
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 350,000 306,600
寄付 400,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,920
繰越金 2,262,441 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 217,000
合計 5,262,441 事務用品 150,000 事務用品 150,000 211,558

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 70,000 48,050 ４段目
通信費 80,000 通信費 80,000 84,972
会議・打合せ 80,000 会議・打合せ 80,000 81,300
交通費 50,000 交通費 50,000 39,890
事務所維持費 110,000 事務所維持費 110,000 119,536
郵便・銀行振込料 20,000 郵便・銀行振込料 20,000 21,610
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 61,135
来期繰越金 1,872,441 来期繰越金 1,864,682 2,262,441
合計 5,262,441 合計 5,324,682 5,718,123

収入

支出収入 支出



◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

　

千
葉
県　
　

井
出　

治　

殿

　

昭
和
24
年
1
月
13
日
生

　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て

　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対
し
基
幹
研
究

賞
を
贈
り

　

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

　
　

平
成
24
年
6
月
10
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長 

佐
々
木 

茂
美

研
究
活
動
:

「
未
知
の
第
3
起
電
力
の

基
礎
研
究
」

　

フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
た

未
知
の
第
3
起
電
力（Positive EM

F

）

の
発
見
と
基
礎
研
究

学
会
賞

1 

．
目
的
:

本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

2 

．
対
象
:

論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
対
し
て
。

3
．
選
考
方
法
:

　

3
・
1　

自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

　

3 

・
2　

顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専

門
家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受

賞
予
定
者
を
決
め
る
。

4 

．
表
彰
:

年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功
労
賞

　
　
　
　
　
　

吉
田　

一
美　

殿

　

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
員
（
幹

事
、
公
式
サ
イ
ト
管
理
者
）
と
し
て

　

永
年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た 

　

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は

　

あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で

あ
り
ま
す

　

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　
　

平
成
24
年
6
月
10
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木 
茂
美

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

地
上
絵
発
見
か
ら
、
邪
馬
台
国

の
謎
を
解
明
!

　
　
　
　
　

講
師　

上
森 

三
郎 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

●
上
森
氏
は
1
9
5
4
年
1
月
11
日
生

ま
れ
。
も
と
も
と
建
築
現
場
の
人
間
で
、

建
築
歴
30
年
。
一
級
建
築
士
。
発
明
家
。

ネ
オ
ガ
イ
ア
ジ
ャ
バ
ン
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
。

こ
の
世
の
不
思
議
を
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
実
体
験
し
、
震
災
後
に
独
立

し
建
築
業
を
始
め
る
。
震
災
後
の
復
旧

工
事（
学
校
や
住
宅
な
ど
公
共
工
事
）の

経
験
か
ら
～

★
将
来
建
築
現
場
で
黒
板
が
要
ら
な
い

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
必
要
性
を
見
通
し

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
“
黒
板
く
ん
”」
開

発
、
特
許
取
得

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
研
究
か
ら
～

★
目
が
疲
れ
に
く
く
、
α
波（
脳
波
）へ

誘
う
“
イ
オ
ン
バ
イ
ザ
ー
”
開
発
、
特
許

取
得

き
れ
い
な
空
気
と
水
の
必
要
性
を
痛
感

し
、
行
き
着
い
た
テ
ー
マ
は
水
で
あ
り
、

そ
の
活
性
化
方
法
の
研
究
の
結
果
か
ら

～★
「
流
体
の
活
性
化
装
置
“
ネ
オ
ガ
イ

ア
”」
を
開
発
、
特
許
取
得

（
平
成
23
年
8
月
ア
メ
リ
カ
へ
特
許
出

願
・
取
得
）

★
流
体
に
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
物
質

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
物

質
の
活
性
化
装
置
“
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
”」

を
開
発（
平
成
22
年
7
月
、
国
際
特
許

（
P
C
T
）出
願
中
）。
現
在
は
、
人
が
住

む
器（
建
築
）か
ら
離
れ
、
身
体
そ
の
も

の
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、『
か
ご
め
か

ご
め
の
真
実
』を
解
き
明
か
す
た
め
、
お

寺
、
神
社
廻
り
が
御
勤
め
の
感
が
あ
り
、

兵
庫
県
生
野
で
穴
掘
り（
掘
削
調
査
）ま

で
や
っ
て
い
る
。

　

脳
波
が
瞬
時
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
α

波
状
態
に
な
る
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置

『T
erafight

』
を
開
発
し
て
か
ら
、
ほ

ど
な
く
し
て
始
ま
っ
た【
啓
示
】に
よ
り

動
か
さ
れ
て
行
く
中
で
、
急
激
に
多
く

の
方
々
と
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
方
々
と
の
ご
縁
か
ら
兵

庫
県
の
中
央
部
に
「
人
の
顔
」
や
「
魚
」

「
鶴
と
亀
」「
龍（
玄
武
）」
と
い
っ
た
具

合
に
、
山
を
使
っ
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

●� ●



で「
地
上
絵
」
が
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
、
宗
教
も
日
本
の
歴
史
に
も

無
知
な
私
に
、
何
と
！
邪
馬
台
国
へ
の

航
路
と
そ
の
全
貌
を
描
か
さ
れ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
い
つ
の
世
か
ら
歌
い
継
が

れ
て
き
た
の
か
、
童
謡
「
か
ご
め
か
ご

め
」
の
歌
に
秘
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
解
き
明
か
す
こ
と
ま
で
や
ら
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ
の
日
本
に
古
代

ユ
ダ
ヤ
の
二
人
の
大
王
が
祀
ら
れ
て
い

る
と
し
た
ら
信
じ
ら
れ
ま
す
か
?　

そ

の
ユ
ダ
ヤ
の
大
王
の
お
墓
を
、
も
し
女

王
卑
弥
呼
が
護
っ
て
い
た
と
し
た
ら
⁉

今
、
ま
さ
に
過
去
の
歴
史
を
く
つ
が

え
す
日
本
と
世
界
の
古
代
の
謎
が
解
き

明
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
天
の

啓
示
か
ら
始
ま
っ
た
実
に
不
思
議
な
物

語
で
す
。

テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
に
つ
い
て
は
量
子
水

学
説
の
高
尾
征
治
博
士
が
原
理
と
効
果

を
証
明
さ
れ
て
お
り
、
イ
オ
ン
バ
イ
ザ

ー
に
つ
い
て
は
脳
波
研
究
の
志
賀
一
雅

博
士
も
効
果
を
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ご
く
普
通
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
、

ご
く
普
通
の
結
婚
を
し
、
ご
く
普
通
の

生
活
を
し
て
い
た
上
森
氏
は
、
昭
和
64

年
に
不
思
議
な
夢
を
見
た
。

そ
の
夢
は
、
20
年
余
り
経
っ
た
今
日

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
覚
え

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

夢
を
人
に
語
っ
た
平
成
22
年
8
月
11
日

か
ら
、
不
思
議
な
事
が
起
こ
り
は
じ
め
、

そ
の
不
思
議
な
出
来
事
は
現
在
も
続
い

て
い
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

平
成
22
年
8
月
11
日
と
い
う
日
は
、

上
森
氏
が
開
発
し
た「
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト

（
物
質
の
活
性
化
装
置
）」
の
効
果
を
証

明
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
尾
征
治
先

生（
元
九
州
大
学
工
学
博
士
）に
会
い
に

九
州
ま
で
出
掛
け
て
行
っ
た
日
で
あ
る
。

夢
の
内
容
は
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

る
2
～
3
日
前
に
、
上
森
氏
の
夢
枕
に

お
立
ち
に
な
り
、「
私
は
も
う
す
ぐ
あ
ち

ら
に
帰
り
ま
す
。
上
森
さ
ん
、
後
の
こ

と
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」
と
託
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

昭
和
天
皇
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
前
に
立
た

れ
、
に
こ
や
か
に
手
を
振
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
夢
の
話
は
、

誰
に
も（
家
族
に
も
友
人
に
も
）語
る
こ

と
は
出
来
ず
、
心
の
中
に
封
印
し
て
い

た
が
、
忘
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
上

森
氏
は
言
う
。
夢
を
見
て
か
ら
、
22
年

の
歳
月
が
流
れ
、
平
成
22
年
1
月
11
日

に
56
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
7
カ
月
後
の

8
月
11
日
に
56
歳
7
カ
月
と
な
っ
た
上

森
氏
に
、
あ
る
方
が
5
・
6
・
7
の
数

霊
・
・
を
持
つ
人
に
お
役
目
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
。
上
森
氏
は
、
8
月
11
日
に

56
歳
7
カ
月
と
な
っ
た
が
、
言
わ
れ
た

意
味
は
よ
く
解
ら
な
い
し
、
無
宗
教
で
、

神
社
や
仏
閣
に
知
識
の
な
い
自
分
に
は

関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
と
言
う
。

そ
れ
か
ら
、
1
年
余
り
が
経
ち
、
上

森
氏
が
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
方
は
3

0 

0
名
を
超
え
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

方
々
は
、
上
森
氏
の
不
思
議
な
体
験
と

上
森
氏
に
啓
示
の
あ
っ
た
童
謡
“
か
ご

め
か
ご
め
”
の
歌
の
真
実
を
解
き
明
か

す
こ
と
が『
世
界
平
和
と
再
生
に
繋
が

る
』と
思
い
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と「
か
ご
め
か
ご

め
を
研
究
す
る
会
」
を
作
り
、
各
地
で

「
か
ご
め
か
ご
め
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
過
は
次
の
天
皇
へ
の
手

紙
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
様
へ
の
手
紙

『
天
皇
陛
下　

様

私
は
、
昭
和
天
皇
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
る
数
日
前
に
、
天
皇
が
夢
に
お

出
に
な
り
、「
私
は
も
う
あ
ち
ら
に
帰
り

ま
す
。
後
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ね
」
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
上
森
三
郎

と
申
し
ま
す
。

夢
を
見
た
昭
和
64
年
か
ら
、
23
年
の

歳
月
は
経
ち
ま
し
た
が
、
今
で
も
、
そ

の
夢
の
情
景
は
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ま

す
。で

も
、
た
だ
た
だ
夢
の
こ
と
‥
‥
‥

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、
ど
う
も
そ
の
時
の
天
皇
陛
下
の

お
言
葉
は
た
だ
の
夢
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

私
は
、
下
記
の
こ
と
を
天
皇
陛
下
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口

銀
谷
の
絶
峯
と
い
う
山
に
眠
る
、
天
皇
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陛
下
だ
け
が
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

『
人
類
的
神
宝
』
を
一
刻
も
早
く
取
り
出

し
、
天
皇
陛
下
の
懐
に
お
納
め
く
だ
さ

い
ま
せ
。

第
二
に
、
人
類
的
世
界
遺
産
で
あ
る

『
地
上
絵
』の
保
護
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。先

ず
は
事
実
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口
銀
谷
に
あ

る
絶
峯
と
い
う
山
を
使
っ
て
、
5

 
㎞
ほ

ど
の
長
さ
に
、『
鶴
と
亀
』
が
造
形
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町　

千
ヶ
峰
に

『
魚
』

・
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
栃
原　

段
ヶ

峰
に
『
龍
（
玄
武
）』

・
兵
庫
県
丹
波
市
山
南
町
五
ケ
野
に

『
人
の
顔（
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
神
ハ
ト

ホ
ル
）』

・
三
重
県
津
市　

高
峰
に『
生
贅
の
鹿
』

　

と
い
う
よ
う
に
、
地
上
絵
が
造
形
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の「
地
上
絵
」
は
、
伊
勢
神
宮

か
ら
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
の
段
ヶ
峰

に
伸
び
る
一
直
線
上
に
キ
ッ
チ
リ
と
並

び
、そ
れ
も
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る
「
生

命
の
樹
」
と
思
わ
れ
ま
す
も
の
が
、
男

性
と
言
い
ま
す
か
表
と
言
い
ま
す
か
、

「
第
一
の
生
命
の
樹
」
と
、
女
性
と
言
い

ま
す
か
裏
と
言
い
ま
す
か
、「
第
二
の
生

命
の
樹
」の
一
対
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
に
ピ
タ
リ
と
位
置
し
て
い

ま
す
。

（
別
図
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
の

生
命
の
樹　

を
参
照
下
さ
い
ま
せ
。）

私
達
の
脳
裏
に
い
つ
の
世
か
ら
歌
い

継
が
れ
て
き
た
の
か
、『
か
ご
め
か
ご

め
』
と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
唄
を
千
ヶ
峰
の
山
頂
か
ら
、
造
形
さ

れ
た「
魚
」
を
観
な
が
ら
、
伊
勢
の
方
角

を
見
て
唄
う
と
、
ち
ょ
う
ど
後
ろ
の
正

面
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
兵
庫
県
朝
来

市
生
野
町
口
銀
谷
の
絶
峯
と
い
う
山
で
、

そ
こ
に
は「
鶴
と
亀
」
が
大
き
く
山
で
造

形
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後

方
の
段
ヶ
峰
に
は「
龍（
玄
武
）」、
前
方

の
山
南
町
五
ケ
野
の
山
頂
に
は「
人
の

顔（
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
神
ハ
ト
ホ
ル
）」

と
い
う
具
合
で
す
。

『
か
ご
め
か
ご
め
』
の
唄
を
ヘ
ブ
ラ

イ
語
で
解
読
す
る
と
‥　

誰
が
守
る
の

か
? 

誰
が
契
約
の
箱
に
安
置
さ
れ
て
い

る
神
器
を
取
り
出
す
の
か
? 

そ
れ
を
取

り
除
き
、
お
守
り
と
差
し
替
え
よ
。
そ

し
て
、
誰
も
い
な
い
荒
地
に
水
を
引
き
、

そ
こ
を
聖
地
と
し
て
支
配
せ
よ
! 

と
言

う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
は
今
、
導
か
れ
る
よ
う
に
「
鶴
と

亀
」
が
造
形
さ
れ
て
い
る
場
所
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

そ
の
場
所
は
、
上
空
か
ら
眺
め
る
と

「
鶴
」
と「
亀
」
が
仲
良
く
口
づ
け
を
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
そ
こ
に
は
、「
三

つ
の
岩
」
が
あ
り
ま
す
。

「
三
つ
の
岩
」
の
中
心
と
な
る
岩
の
頂

上
に
は「
ラ
イ
オ
ン
」、
そ
の
下
の
岩
に

は「
亀
」
で
あ
り
「
魚
」
に
見
え
る
造
形

物
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
岩
は
、

直
角
な
平
板
の
石
を
活
用
し
て
造
ら
れ

て
お
り
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
物
的
な

証
拠
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
今
、
手
作
業
で
こ
の
場
所
に
穴

を
掘
っ
て
い
ま
す
が
、
石
や
土
は
容
易

に
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
、
埋
め
戻
し

を
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
全
く
締
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り
の
な
い
状
態
で
、
人
工
的
に
造
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
は
、
続
い
て「
第
三
の
生
命
の
樹
」

と「
第
四
の
生
命
の
樹
」
を
描
か
さ
れ

ま
し
た
。「
第
三
の
生
命
の
樹
」
の
王
冠

に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
播
磨
高
野
と
呼

ば
れ
、
そ
こ
に
は
光
明
寺
と
い
う
お
寺

が
あ
り
、
光
明
寺
か
ら
高
野
山
の
方
角

に
向
か
っ
て
“
か
ご
め
か
ご
め
”
を
唄
う

と
、
後
ろ
の
正
面
の
場
所
は
、「
第
一
の

生
命
の
樹
」
や
「
第
二
の
生
命
の
樹
」
と

全
く
同
じ
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
口
銀

谷
の
絶
峯
で
す
。

生
野
の
史
実
で
は
、
昔
は「
死
野
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
あ
る
時

期
、
天
皇
か
ら
の「
生
野
」に
変
更
す
る

よ
う
に
と
の
伝
言
で
、
現
在
の「
生
野
」

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

死
野
‥　

シ
ノ
‥　

シ
ノ
ン
‥　

シ

オ
ン
と
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
聖
地
で
す
が

‥　

聖
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
が
確

か
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
は「
第
三
の
生
命
の
樹
」
を
、「
弘

法
大
師
空
海
の
生
命
の
樹
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
が
、
嵯
峨
天
皇
か
ら

賜
っ
て
開
い
た
高
野
山
は
、「
生
命
の

樹
」の
身
体
で
言
え
ば
中
心
で
あ
る
「
お

へ
そ
」
に
あ
た
る
場
所
で
す
。

「
第
四
の
生
命
の
樹
」
は「
桓
武
天
皇

が
平
安
京
に
遷
都
し
た
時
の
生
命
の

樹
」
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、「
伊
勢

神
宮
」、「
石
上
神
宮
」、「
信
貴
山（
空

鉢
護
法
堂
）」、「
再
度
山（
大
龍
寺
）」、

「
石
乃
宝
殿（
生
石
神
社
）」
が
、
中
心
軸

の
一
直
線
上
に
並
び
ま
す
。

こ
の
中
心
軸
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ

た
り
に
「
中
宮
寺
」
や
「
法
隆
寺
」
が
位

置
す
る
の
も
偶
然
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
中
心
軸
と
直
角
に
交
わ
り
、
そ

の
距
離
も
中
心
、
軸
か
ら
全
く
同
じ
距

離
に
「
京
都
御
所
」
と「
高
野
山（
金
剛

峯
寺
）」
が
対
で
位
置
し
て
い
る
の
も
偶

然
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
4
つ
の「
生
命
の
樹
」
は
密

接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
早
急
に
こ
の
事
実
を
陛
下
に

ご
覧
戴
き
、『
隠
さ
れ
て
い
る
神
宝
』
が

眠
る
そ
の
場
所
に
、
一
般
の
人
た
ち
が

出
入
り
出
来
な
い
よ
う
な
方
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
、
一
刻
も
早
く
取
り
出
し

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

こ
の
情
報
は
、
海
外
の
人
た
ち
に
も
、

確
か
な
情
報
と
し
て
流
れ
て
い
ま
す
の

で
、
後
手
に
回
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な

る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

天
変
地
異
も
含
め
て
、
一
刻
を
争
う

事
態
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
を
動
か
し
て
い
る
神
は「
急
げ
!

時
間
が
無
い
!

」
と
最
初
か
ら
言
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
不
思
議
な
話
を

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

神
戸
に
、
人
類
史
上
に
名
を
残
す
と

い
わ
れ
る『
奇
蹟
の
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
』

が
現
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
名
を
平
原

誠
之（
ひ
ら
は
ら
ま
さ
ゆ
き
）
と
言
い

ま
す
。
彼
の
ピ
ア
ノ
を
聴
い
た
ほ
と
ん

ど
の
人
は
、
涙
を
流
し
ま
す
。
感
動
で

涙
を
流
さ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
平
原
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

2
0
1
1
年
11
月
11
日（
金
）に
三
重
県

名
張
市
桔
梗
が
丘
の“
ヴ
ェ
ル
ー
ジ
ュ
”

と
い
う
、
小
さ
な
会
場
で
す
が
、
と
っ

て
も
素
敵
な
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
は
、
こ
の
会
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

決
ま
っ
た
後
に
、「
第
二
の
生
命
の
樹（
女

性
の
生
命
の
樹
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。

も
し
や
と
思
っ
て
、「
第
二
の
生
命
の

樹（
女
性
の
生
命
の
樹
）」
を
見
つ
め
る
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と
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
は
、
縦
軸
と

横
軸
が
ク
ロ
ス
し
た
場
所
で
し
た
。
そ

し
て
、「
第
一
の
生
命
の
樹（
男
性
の
生

命
の
樹
）」
と「
第
二
の
生
命
の
樹（
女

性
の
生
命
の
樹
）」
の
縦
軸
と
横
軸
を
重

ね
合
わ
せ
る
と
、
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り

あ
い
、
男
女
が
一
つ
に
な
っ
た「
合
体
し

た
生
命
の
樹
」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
第

二
の
生
命
の
樹（
女
性
の
生
命
の
樹
）」

の
子
宮
に
あ
た
る
部
分
が
、
実
は「
第

一
の
生
命
の
樹（
男
性
の
生
命
の
樹
）」

で
の
御
霊
に
あ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
会
場
は
、「
合
体
し
た
生
命
の
樹
」

の
縦
軸
と
横
軸
が
ク
ロ
ス
し
た
場
所
、

ま
さ
し
く
人
間
で
言
え
ば「
心
臓
」に
あ

た
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

平
原
氏
が
、
2
0
1
1
年
11
月
の
11

日（
満
月
）に
、
こ
の
場
所
で
魂
を
揺
さ

ぶ
る
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
に
よ
り
、『
合

体
し
た
生
命
の
樹
の
鼓
動
』
が
始
ま
る

の
で
は
…
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

が
、
そ
の
日
に
、
そ
の
場
所
で
、
ピ
ア

ノ
を
弾
く
こ
と
に
よ
り
、『
新
た
な
御
霊

が
こ
の
世
に
出
現
す
る
』、
正
に『
弥
勒

の
世
を
迎
え
る
為
の
儀
式
』
を
、
彼
と

私
が
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
神
の
儀
式
で
す
。
天
皇
陛
下
の
命
を

受
け
た
方
の
ご
臨
席
を
私
は
密
か
に
願

い
ま
す
。平

成
23
年
10
月　

上
森
三
郎
』

（
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
実
施
済
み
で
す
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

不
思
議
な
話
で
あ
る
が
、
上
森
氏
の

開
発
は
量
子
水
学
説
の
高
尾
征
治
博
士

や
脳
波
研
究
の
志
賀
一
雅
博
士
も
認
め

る
効
果
が
あ
る
も
の
だ
け
に
こ
れ
ら
啓

示
に
よ
り
発
見
し
た
事
柄
も
信
頼
に
値

す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
平
原
氏

の
ピ
ア
ノ
の
C
D
も
感
動
的
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
9
名
、
非
会

員
36
名
、
合
計
45
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

事
務
局（
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5
）

ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

＜サトルエネルギー学会主催＇12秋の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

　 秋の大会テーマ 　２０１２　いよいよ始まった大転換時代！
　　　　　　　　　～こうすれば輝ける未来はきっと日本からつくれる！～
　　　　　　　　　　　　（大会委員長　井筒 貴康　　副委員長　阿久津 淳）

　講演・実演者（敬称略）　池川 明　木内 鶴彦　飯島 秀行　白鳥 哲　光明　江本 勝

　司会　石田 桃子、阿久津 淳　　　（フルート演奏）ＡＫＩ　　　　　

　日時：平成24年10月21日（日）開場 9 :45　開演 10 :15　終演 18 :40

　会場：ＳＹＤホール　 JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4 -25 -2）
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していると判断している。神社の屋根の下に、
白色雲状の変形ORB（又はプラズマ）と、金色
円形状連結の変形ORBが現れている。写真12
は、八王寺の自宅前の道路上で撮影された。
2012年6月9日（土）、朝の5:40頃、小雨の降
り始め、経験からは、特に朝方が良い（良い
ORBが撮れる）。金色の菱形の変形ORBの後
に、半分隠されて、白色のORBが撮れている。
誠に不思議な変形ORBであり、これらの解釈
は未検討である。なお、今回新しく観測され
たORB像は、写真10～12のみであり、他は、
すでにM.Ledwith, K.Heinemannらによって

（類似ORB像）報告されている（2007）。つまり、
既発表の結果を支持する写真が得られている。

3．検討と考察
3-1）ORB像について　　

昼と夜は（+）イオンが多いが、太陽の昇り
始めの早朝（夜明け）と日没（夕方）には、空気
層の中に､（−）イオンが増加してくると言われ
ている。また夜明けと夕方、つまり、明、暗の
明るさの境目になると、従来の研究から判断し
て、零場（未知現象発生点）は不安定状態にな
り、カオス現象が発生しやすい状態になるこ
とが判明している（未知現象が発生する）。ま
た、太陽からは宇宙線やガンマー線、地表面
の花崗岩や玄武岩からもガンマー線が放出さ
れており､ これらも、イオン形成を促進させる
ことになる。

雨が降り始めると、空気中のイオン等は励
起されて自由電子が生まれ、電離した陰と陽
の荷電粒子の集合体としてのプラズマ、並び
にSPI-pairを核としたORBが形成される事に
成る。これらは、全体としては、中和（陰+陽
=0）状態になっている。SPI-pairとは、人間の
バイオフォトン（オーラ、微細身素粒子）を介
して放出・形成される陽電子と電子の組合せ

（スピン零）をもとにし、これに陰陽の微細身
素粒子（オーラ）が加算され、組み合わされた

（中和状）ものである。本報では、これがORB
の中核になっていると仮定する。つまりORB
の基本構成要素はサイ（気）であると考える。

なお、当然ながら、ORBとプラズマは混在
している。別報によると､ 気功水の熱活化エネ
ルギーは1,38eVであり、これは赤外線領域の
波動を意味しており、ORBもほぼ同一である。
以上をもとに検討する。ORBは素粒子から構
成されている。素粒子は粒子であると共に波動
でもある。写真（写真1～4等）で見られるORB
の「ぼけ」の状態は、素粒子の性質そのもので
あり、非局所的に空間に曖昧な状態でORB像
が存在している事を示している。ORBはバイ
オフォトンの一部を含んでおり、これが原因と
なり、人の意識に関係する事になるのであろう。
多くの人達のORBも､ この様な状態で、ある
特定場所により濃く、存在しているのであろう

（気場）。ORB球内の干渉縞模様は、構成要素
の素粒子が波である事を示している。さらに素
粒子には虚と実がある。これがORB球内の白
点や黒点に関係しているのかも知れない。

フラッシュ光をORBやプラズマに照射する
と、（1）反射光、（2）電子の軌道間移動に基づ
く発光、（3）プラズマや電子の合体に基づく発
光、等が生起すると考えられる。デジカメの
シャッター速度が1/1000秒なので（1）,（2）,（3）
の光が、時間差を持ってCCDに届いて、2～3
重のORB像を形成するのであろう。なお、
ORB構成小球群のうち、光を吸収する場合が
黒色、光を反射するのが白色となるのであろう。

3-2）ORB像発見が意味するもの
顕微鏡の発明により､ 細胞が発見された（1965, 

R.Hook）と言われている。近代生物、生理学
の母体誕生（細胞発見）である。同様に、デジ
カメの発明によりORB像が発見された。思い
を巡らせば､ 両者の事情はほぼ同一であると
思える。そこで、我々のORB像研究の努力が、
新たな近代精神科学（新分野）樹立に発展する
事を祈念したい（写真を4枚だけ掲載します。
これ以外は、2012年10月開催予定の全国大会
で報告する予定）。
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に座っており、目にはみえないが、ホコリや呼
吸としての息（湿度）が相当程度あり、これら
がORB像出現に関係していたらしい。また、
極めて賑やかな、色とりどりの「華やか」な雰
囲気であったので、撮影者自身からのバイオ
フォトン（オーラ、微細身素粒子）発生（出現）
があり、これも撮影条件に加算していたと考
えられる。

写真5～6。撮影場所は、花火観覧席に隣接
する野球場（グラウンド）の建物の前で、花火観
覧席の入り口付近である。写真5には、ORB像
が3重に重なって撮れている。写真6は、ORB
がプラズマ状に変化する過程と思える写真で
ある。

2-2）福島瀧洞神社
2012年7月6日（金）、小雨模様、夕方の18:30

頃、屋外、部落（住宅）の氏神様の前。
撮影者の検討、考察の結果として、ORBの

主体は「サイ（気）」であると推定したので、ま
た、過去の経験から、「気」は水との間で親和
力がより強い、と考えたので、夕方の小雨模
様の時間帯を撮影条件に選んだ。しかし、当
然の事ながら水滴とORBとは区別して判断し
ている。しかし、水滴に上載したORBを撮影
していることもある。

写真7～10を見る。写真7には、上述の写真5
と類似した3重像。写真7～9には、半欠け状、

さらには干渉縞状の円形の縞、黒色球状（光吸
収）や白色球状（光反射）の斑点がランダムに
混在して撮れている。これらは、全体として、
模様が不鮮明である。ORBの内部構造が形成
される途中のものとも思えるものもある。しか
し、詳細は不明である。写真10は、福島自宅
前の道路上で撮影されている。特徴的な事と
して、ORBが玄関の石階段にへばりついて、
折れ曲がった状態で撮れている。

2-3）東京八王子、福島瀧洞神社
写真11は、2012 年 6 月19日（火）、時間は

17:19､ 夕方の小雨の降り始め。小雨の降り始
めは、イオン形成やプラズマ形成に直接関係
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写真4

写真11

写真12



1．はしがき
今世紀（21世紀）の当初になると、写真撮影

の面で、フイルム使用からデジタル（CCD）使
用への転換があり、小球状のオーブ（ORB）像
がデジタルカメラの撮影面上に（ノイズとして）
混入してきた。この事実は「こころ」の世界の
可視化、大衆化の面から、記念すべき新時代
への幕開け（創始点）になるだろうと推定して
いる。だが問題もある。ORBには、再現性に
欠ける点があり、また当初に報告されたORB
像の約70%は、カメラの操作ミスや撮影操作
上のミスであったらしい。しかし、その中には
本物もあり、ORBは「意識や霊」に関係してい
ると言う主張や意見もある。本報では、初歩
的な検討として、ORBの多様性と撮影条件な
らびに解釈について考察する。

2．撮影、実験結果
低画素数（200～400万画素数）のCCDを内

蔵するデジタルカメラ。または近赤外線領域
迄をも撮影出来るカメラを用い、フラッシュ撮
影する事が、ORB像出現の必要条件になって
いる。例えば、画素数が少ないデジカメは、
可視光線域を含めて赤外線領域までも撮影で
きると言われている。他方、「サイ（気）」は赤
外線領域に存在している事が既に報告されて
いる（後述）。本報では、NICON, PIX-2200

（220万画素数）、CASIO, EX-240（400万画素
数）の2種類のカメラを用いて撮影した。

2-1）福島花火大会　
2012年7月28日（土）、晴れ、日没後の夜の

19:00～20:00、屋外の阿武隈川原敷での撮影。
写真1～2を見る。大小様々な多量のORB像
が撮影されている。しかし全体としては「ぼけ」
の状態で撮れている。写真3を見る。点状の
花火（朱）の向こう側にORBがあるようにみえ
る。写真4には、ORBが2重3重に重なって
写っている。

感想を述べる。当日の撮影条件として、多
数の人達（約300～500名）が観覧席（河原敷）

オーブ（ORB）は参加を求めているオーブ（ORB）は参加を求めている
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